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河川における冷水病原因菌Flavobacteriumpsychrophilum保菌状況調査（平成 29年度）

目的

アユの冷水病はFlavobacteriumpsychrophilum (以下，

冷水病菌）を原因とする細菌性疾病であり，解禁日前

後での発症事例も多く，アユ漁業に深刻な被害をもた

らしている。 1) そのため，近年では河川環境中やアユ

以外の魚種が保菌する菌について遺伝子型まで含めた

調査が行われるようになり，結果複数の感染経路が推

測されている。 1—3) そこで本試験では，県内における冷

水病の感染経路および発生条件の解明に向けて，天然

遡上魚の保菌状況調査を行った。

材料および方法

調査は平成 29年 4月および 5月の那珂川アユ遡上・

放流状況調査の際に採捕した天然遡上魚 (p20-21参照）

を対象とした。各個体から鰊弁を摘出後， MightyPrep 

reagent for DNA (TaKaRa)を用いて totalDNAを抽出し，

PCR用のテンプレートとした。 PCRは吉浦ら 4) がロタ

マーゼ遺伝子上に設計し，冷水病菌の検出に利用され

るプライマー（表 1)を用いて行った。PCRには KAPA2G

Fast HotStart ReadyMix with dye (KAPA BIOSYSTEMS) 

を用いた（表 2)。

表 1 試験に使用したプライマー配列

プライマー名 配列

FPS-1 F 5'-GTACCATGATACAGTCAGGTTTTT ATACCA-3' 

FPS-1 R 5'GCGTTTTT AAAA TCCAACTCTTGCTTCG-3' 

表2FPS-1を用いた PCRの反応液組成および反応条件

Sample DNA 1μI 温度 時間

ReadyMix 5μI 95℃ 1 min 

F+R primer 0 5 I 95℃ 10 sec 
) x35 (lOμMeach). /1 60℃ 10 sec 

DDW 3.5μI 72℃ 10 sec 

結果および考察

検査は 4尾から 6尾を 1Lotとし，計 160尾を分析し

た（表 3)。すべてのサンプルで外観上冷水病の症状を

示す個体は確認されなかった。しかし PCR検査の結果，

4月 11日に 1Lot, 5月 16日に 1Lot, 5月22日に 2Lot 

で陽性が確認された。各時期の水温は， 4月 11 日が

15.0°C , 5月 16日が 22.0°C, 5月22日が 26.1°C

であった。冷水病の発症水温については過去に 10°cか

ら25°Cでの発症事例が報告されており， 1)本調査にお
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いても発症条件を満たしているといえる。ただし，冷

水病菌にはアユに対して病原性を示す菌株と示さない

菌株があることが知られているが， 2)今回陽性が確認

された菌株の種類は不明である。

冷水病の主な発症時期はアユ釣りが盛んな 6月から

7月であるが，本調査ではアユの遡上が本格化する前で

ある 4月上旬には保菌していることが明らかとなった。

今後は，アユヘの病原性の有無に着目し，遺伝子型を

含めたより詳細な解析を行う必要がある。

表 3 天然遡上魚の保菌検査結果

採取日 検査尾数（尾） 平均魚体重(g)
PCR 
（陽性／陰性）

4月4日 20 3.9 0/4 

4月11日 20 5.3 1/3 

4月25日 20 6.4 0/4 

4月28日 11 3.8 0/2 

4月28日 ， 11 0/2 

5月9日 20 7.5 0/4 

5月16日 20 5.3 1/3 

5月22日 20 4.5 2/2 

5月30日 20 7.1 0/4 
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〔水産研究部〕

調査試験報告要旨

河川における冷水病原因菌 F/avobacterium

psychrophi /um保菌状況調査 (p17)

アユ冷水病はアユ漁業に深刻な被害をもたらし

ています。そこで県内における冷水病の感染経路
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調査試験報告要旨

および発生条件の解明に向けて，天然遡上魚の保

菌状況調査を行いました。 4月4日から 5月30日

に那珂川を遡上した天然アユ計 28Lot (160サン

プル）の PCR解析を行った結果， 4Lotで陽性が

確認されました。最初の陽性Lotは4月 11日に確

認され，遡上が本格的に始まる前には保菌してい

ることが示されました。
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